
- 1 - 

  

米沢市教育委員会 会議録 
 

令和５年１０月２６日（木） 

開会 午後４時００分 

閉会 午後４時２５分 

 

１ 出席委員 

教育長  土屋 宏    委 員  神尾 正俊    委 員  佐藤 晃代 

委 員  我妻 仁    委 員  渡邊 美智子 

 

２ 出席職員 

  教育管理部長  森谷 幸彦   教育指導部長  山口 玲子 

   教育総務課長   石黒 龍実   社会教育文化課長  髙橋  稔  

   スポーツ課長   富取 桂樹   学校教育課長  植木   修 

   適正規模・適正配置推進主幹    森谷  純   教育総務課長補佐   米原 裕美 

教育総務課長補佐兼総務主査   佐藤 真英    教育総務課主任   佐藤 祥平 

 

３ 傍聴人の有無 無 

 

４ 会議録の承認 

  令和５年１０月１３日開催分 

 

５ 議事 

議第１５号 統合中学校の校名の設定について 

 

６ その他 

 

教育長  米沢市教育委員会を開会する。初めに会議については、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の規定により原則公開となっているが、本日の会議の議決

案件は市議会への報告を予定しているものであることから、本日の会議は非公

開としたいと思う。この件について、ご異議ないか。 

―――異議なし――― 

教育長  本日の会議は非公開とする。 

―――会議録の承認――― 
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教育長  議決案件に入る。統合中学校の校名の設定について説明をお願いする。 

適正規模・適正配置推進主幹  ―――資料により説明――― 

教育長  ご質問等いかがか。 

神尾委員 校名については、一般公募を行いその中から決定したのか。 

適正規模・適正配置推進主幹 一般公募により決定した。なお、一般公募の応募総数は

３６１件であり、内訳は、仮称南西中が１３０件、仮称北中が１１３件、仮称

東中が１１８件であった。 

我妻委員 今回決定した校名について、３つの校名がセットで応募があったのか。また、

校名については委員会を設定して決定するとのことであったが、その委員会に

ついてはどういう方が委員になっており、いつ、どのように校名を決定したの

か。決定までのプロセスを教えてほしい。 

適正規模・適正配置推進主幹 校名検討委員会というものを開催し校名を決定した。委員

会の委員は、座長として副市長、学識経験者として博物館から学芸員１名、小

中学校長１名ずつ、小中学校ＰＴＡの代表１名ずつ、地区委員会代表、コミュ

ニティセンター委員長会代表各１名が参加しており、人数は計８名である。委

員会を３回開催し、一般公募により応募があったものの中から校名を絞り込ん

だ。また、最終的に決定した校名については、３つの校名がセットで応募があ

った。 

神尾委員 応募された方の氏名は公表されるのか。 

適正規模・適正配置推進主幹 氏名は公表しない予定である。 

渡邊委員 今回決定した３つの校名はセットで１人から応募があったのか。それとも何名

か複数の方から応募があったのか。 

適正規模・適正配置推進主幹 今回決定した３つの校名はセットで１人から応募があった。 

我妻委員 他の校名としての候補はどのようなものがあったのか。 

―――適正規模・適正配置推進主幹が資料を配付し説明――― 

教育長  その他ご質問等いかがか。 

神尾委員 本日の会議資料の中で、「『成』の文字を冠している」との記載があるが、

「冠する」であると言葉の最初にあるという意味になってしまう。今回決定し

た校名は、それぞれ東南北の後に「成」という文字があるため、「『成』の文

字を配している」という表現の方が正しいのではないか。 

適正規模・適正配置推進主幹 表現について修正等検討することとする。 

教育長  その他ご質問等いかがか。なければ議第１５号統合中学校の校名の設定につい

てご承認いただいてよろしいか。 

        ―――異議なし――― 

教育長  ご承認いただいた。次に４その他についていかがか。 
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神尾委員 第一中学校のプールが解体されるようであるが、解体後、プールの跡地の利活

用についてはどのように考えているか。 

教育総務課長 解体工事の期間は今年度から来年度までの２か年度を予定しており、プー

ルの跡地は駐車場にする予定である。 

教育長  その他いかがか。 

スポーツ課長 前回の教育委員会会議において報告できなかった八幡原体育館の利用者数

について報告したい。令和元年度から令和４年度までの年間利用者数について

は、令和元年度が２５，６９２人、令和２年度が２１，２９８人、令和３年度

が２１，５７５人、令和４年度が２３，２８２人となっている。令和元年度以

前は、毎年２５，０００人前後の利用者数となっている。令和５年４月から

９月までについては、１３，０７１人となっており、令和４年４月から９月ま

での利用者数が１０，４３０人であったことから、令和５年度の年間利用者数

は２５，０００人を超えるのではないかと考えている。令和４年１０月からア

クティー米沢が使えなかったことから、令和５年度の八幡原体育館の利用者数

が増えたと思われる。 

我妻委員 八幡原体育館にはトレーニング室があるが、利用者数の内訳はどうなっている

か。 

スポーツ課長 令和５年４月から９月までの人数となるが、トレーニング室の利用者数は

４，４１５人、アリーナの利用者数は６，７１９人となっている。 

教育長  その他いかがか。 

我妻委員 本日の校名に関する会議資料の中で、「がってしないで成し続けて」という記

載があるが、その文の後に「未来へ向けて大きく飛躍してほしい」と記載があ

ることから、「がってしないで成し続けて」ではなく「がってしないで成長し

続けて」という表現の方が良いのではないかと思われた。 

適正規模・適正配置推進主幹 この部分については、校名に込めた思いを説明する大事な

部分であるので、表現について修正等検討することとする。 

教育長  その他いかがか。なければ以上で本日の教育委員会を閉会する。 

 

 

 


